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議会です こんにちは議会です こんにちは

■昨年12月開設の「留萌市議会フェイスブック」は1,000人を超える方
にニュースが届いており、400人以上の方から公式ページに「いいね」
をいただいています。今後も早く！正確！な情報発信を心がけます。

■「意見箱」は２月末現在で５通のご意見をいただきました。ありがと
うございました。投函された市民意見は設置要綱に従い、回答の可
否を判断し、必要に応じて常任委員会などで協議を行い回答します。

　令和３年第１回定例会で可決した一般会計予算は 137 億 7,286 万円で前年度当初予算と比べて 2億
6,674 万円、2.0％増加しました。また、市議会の予算は、1億 915 万円で、前年度当初予算と比べて
58万円、0.5％減少しました。令和３年度の市の一般会計に占める市議会の予算割合は 0.8％で、その
主な内訳と内容は下記のとおりです。

フェイスブックと議会意見箱の反応と対応

留萌市の令和３年度一般会計予算（歳出）と議会費の内容

総務費（6.5％）
8億9,476万円

その他（4.1％）
5億5,640万円

民生費（27.8％）
38億2,470万円

衛生費（14.2％）
19億6,064万円

土木費（19.2％）
26億4,764万円

教育費（4.8％）
6億6,729万円

公債費（9.2％）
12億7,319万円

職員給与費（11.2％）
15億4,259万円

労働・農林水産・商工費（2.2％）
2億9,646万円

一般会計予算
137億7,286万円

（歳出）

議会費（0.8％）1億915万円

●議会運営事業	 1 億 560 万円
◦議員報酬………………… 5,328 万円
◦議員期末手当…………… 1,975 万円
◦議員共済会負担金……… 1,768 万円
◦会議録データベース委託料
… …………………………… 1,977 万円
◦議会報作成委託料……………75万円
◦議会一般質問 FMラジオ放送業務委託料
… …………………………………78万円
◦政務活動費交付金………… 168 万円

ほか

●会議録作成支援システム導入事業
	 355 万円
◦会議録検索システム構築業務委託料
… ……………………………… 106 万円
◦器具等購入費……………… 248 万円

▲市内２施設に設置する「議会意見箱」

留萌市議会だより

総　務　費
🆀市職員のストレスチェックの対応は
A高ストレスと判定された職員

は、本人の希望により産業医と
の面接指導を実施し、所属長と
して労働衛生管理上の配慮指導
を行う。高ストレスと判断さ
れた職場については、職員の適
正配置、職場内の協力体制の構
築、業務の改善をはじめとする
職場改善に努める。

🆀公共施設官民プロジェクト事業
の予定は

A新年度は、５回の会議と市民の
ワークショップを行い、施設の
機能について具体的に進め、基
本的な考え方を秋ごろまでにま
とめたい。

▲市公共施設整備検討会議の様子

民　生　費
🆀高齢者の除雪サービスについて
A屋根の雪が落ちて通路をふさい

だときや、排気口が埋まったと
きの除雪にも対応している。

🆀「小規模保育すまい留」の課題
はあるか

A現在25人を受け入れている
が、10人が卒園したあと、新
年度に「すまい留」を第一希望
としている方が１人で、今の
ところ16人でのスタートとな
る。希望者が少ないのは３歳に
なった年度末に転園する必要が
あることが原因と思われる。

衛　生　費
🆀民間PCR検査は、どのような場

合に助成を受けられるのか

A身近なところで感染者に接触し
たが、保健所の基準で濃厚接触
者と認められないような場合に
助成をする。まずは、はーとふ
る内の相談窓口に電話し、助成
対象になるか相談してほしい。

🆀医療人材交流拠点形成事業は
10年間継続されて来たが成果
は現れているか

A道内の地域医療について研修する
場として高い評価をいただいてい
る。また、医育大学を卒業後、留
萌に関心を持ち研修医として市立
病院で勤務する方もいる。

農林水産業費
🆀スマート農業推進事業は、水稲

栽培に活用されるのか
A令和3年度から水稲の栽培に活

用できる。2月に幌糠に設置し
たGPS基地局を活用し、自動操
舵のトラクターが稼働できる状
態にある。

▲スマート農業走行試験

🆀ナマコ資源増大共同事業の今後
の事業展開は

Aナマコは令和2年度で事業化の
目処が立った。今後、産学官連
携でミズダコや海藻類の実証試
験に取り組む。

▲試験礁に放流したナマコ

商　工　費
🆀観光・地域ブランド力向上事業は
A道内外のイベントで留萌の知名

度向上を図るもので、一部を留
萌観光協会に委託する予定。

▲どさんこプラザ有楽町店(東京)

🆀観光グランドデザイン事業は
A道の駅を核とした観光振興を図

っていきたい。モノ消費からコ
ト消費へのニーズに合わせたグ
ランドデザインを考えている。

土　木　費
🆀除雪集計システム導入事業は
Aシステム構築650万円、端末

140万円で除雪関係車両にGPS
端末を貸与することにより、稼
働状況が把握できる。

🆀市営住宅管理戸数は
A 老 朽 化 し た 平 屋 の 解 体 を 進

め 、 1 1 年 度 ま で に 用 途 廃 止
し、1,046戸とする。

教　育　費
🆀東光小学校に屋外トイレ設置は
A老朽化により解体し、緊急用と

して新しいトイレを借り上げ、
設置する。

🆀GIGAスクール支援委託の内容
は

A市内の小中学校の児童、生徒に
対し1人１台の端末を配置するた
め、後方支援や教材支援を行う。

🆀スクールソーシャルワーカーに
ついて

Aこれまでの方が令和2年度で退
任されるので、後継者として精
神保健福祉士の資格を持つ方を
予定している。

予算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）３月10日～ 12日、令和３年度予
算審査特別委員会を開きました。

249

▲市内２施設に設置している意見箱

916

198

議会費（0.8％）1億916万円

衛生費（14.2％）
19億6,065万円

土木費（19.2％）
26億4,765万円

教育費（4.9％）
6億6,729万円

その他（4.0％）
5億5,640万円

公債費（9.2％）
12億7,319万円

職員給与費（11.2％）
15億4,260万円

総務費（6.5％）
8億9,476万円

民生費（27.8％）
38億2,470万円

労働・農林水産業・商工費（2.2％）
2億9,646万円

79

561

1,976

500

6,675
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令
和
令
和
33
年年  

第第
11
回
定
例
会

回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

一
般
質
問
と
答
弁

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
に
向

け
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑
に
進
め
る
体

制
構
築
が
急
務
だ
が
、
留
萌
市
で
の
進
捗
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
は
、
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
ー
と
ふ
る
内
に
開
設
を
予
定

し
て
い
る
。
10
日
間
で
千
人
程
度
が
接
種
可

能
で
、
配
布
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
を
保
管
す
る

冷
凍
庫
を
３
月
16
日
に
設
置
し
た
。

　

３
月
中
旬
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
案
内
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
市
民
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談

に
応
じ
た
い
。

質
問

観
光
資
源
「
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
（
留
萌
・

増
毛
間
）
鉄
道
用
地
」
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
12
月
の
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
（
留
萌
・

増
毛
間
）
の
部
分
廃
止
に
伴
い
、
そ
の
後
の

譲
渡
に
向
け
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
策
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

答
弁

留
萌
港
に
架
か
る
鉄
道
橋
は
、
人
道

橋
、
軌
道
跡
地
を
遊
歩
道
で
活
用
す
る
た
め

の
安
全
性
や
耐
久
性
、
必
要
な
管
理
体
制
な

ど
、
庁
内
で
の
協
議
、
市
民
や
民
間
企
業
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た

な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
併
せ
、
活

用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

村
山
ゆ
か
り
（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）　

質
問

市
へ
の
民
間
人
材
採
用

　

新
年
度
は
、
新
た
な
企
業
誘
致
事
業
、
移

住
・
定
住
政
策
、
さ
ら
に
専
門
知
識
を
持
つ

優
秀
な
人
材
を
活
用
す
る
た
め
の
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
の
推
進
、
市
政
運
営
へ
の
民
間
人

材
採
用
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。
特
に
民
間
人

材
採
用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
Ｏ
Ｂ
、
指
導
者
と

し
て
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指
導

者
と
し
て
迎
え
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携

　

企
業
誘
致
は
、
自
治
体
の
税
収
を
上
げ
る

こ
と
や
、
雇
用
促
進
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
地
域
性
に
合
っ
た
企
業
誘
致
に
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
留
萌
市
の
企
業

誘
致
の
現
状
を
伺
う
。

答
弁

市
は
現
在
、
民
間
企
業
数
社
と
企
業

誘
致
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ

株
式
会
社
と
は
、
留
萌
管
内
の
ホ
タ
テ
稚
貝

を
市
内
の
加
工
施
設
で
処
理
し
、
カ
ッ
プ

ス
ー
プ
製
品
開
発
の
実
証
実
験
を
行
う
。
株

式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
は
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関

し
、
留
萌
市
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
生

か
す
た
め
、包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
予
定
だ
。

質
問

道
の
駅
新
施
設
の
整
備
計
画

　

新
施
設
は
、
幼
児
か
ら
低
学
年
の
遊
戯
施

設
だ
け
で
は
な
く
、
一
部
を
幅
広
い
世
代
の

市
民
や
来
場
者
の
た
め
に
開
放
し
、
本
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
も
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

し
て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
進
め
て
い
る
。

民
間
人
材
は
、
参
事
２
人
を
採
用
。
職
員
の

意
識
改
革
、発
想
力
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問

鉄
道
用
地
利
活
用

　

平
成
28
年
に
部
分
廃
止
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
留
萌

線
（
留
萌
・
増
毛
間
）
鉄
道
用
地
が
無
償
譲

渡
さ
れ
る
。鉄
道
施
設
等
撤
去
費
用
と
し
て
、

約
11
億
円
が
納
付
さ
れ
る
。
鉄
道
用
地
利
活

用
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

答
弁

増
毛
町
の
信
砂
川
付
近
か
ら
オ
タ
ル

マ
セ
タ
ベ
ツ
川
付
近
の
用
地
は
、
上
水
道
送

水
管
を
敷
設
予
定
。
そ
の
他
の
軌
道
跡
地
を

遊
歩
道
で
活
用
す
る
た
め
に
安
全
性
を
確

認
。
市
民
等
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
活
用
可
能
性
を

検
討
し
た
い
。

鵜
城
雪
子	

　
　
　

無
会
派

質
問

留
萌
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
現
状

第
１
常
任
委
員
会

　

第
1
常
任
委
員
会
の
新
し
い
委
員
会

構
成
を
紹
介
し
ま
す
。
委
員
長　

村
山

ゆ
か
り
／
副
委
員
長　

横
田
美
樹
／
委

員　

海
東
剛
哲
・
笠
原
昌
史
・
珍
田
亮

子
・
戸
水
美
保
子
・
野
崎
良
夫

　

総
務
部
、
地
域
振
興
部
、
都
市
環
境

部
を
所
管
し
、
令
和
２
年
は
、
21
回
の

常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
ご
み
の
個
別
収
集
支
援

　

高
齢
者
等
世
帯
へ
の
ご
み
収
集
支
援

事
業
の
対
象
世
帯
は
、
要
介
護
認
定
又

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
者
な
ど

の
条
件
に
該
当
し
、
親
族
等
か
ら
の
ご

み
搬
出
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

世
帯
に
つ
い
て
個
別
収
集
す
る
内
容
を

確
認
し
ま
し
た
。

●
道
の
駅
る
も
い
の
新
た
な
交
流
拠
点

　

令
和
4
年
春
の
供
用
開
始
を
予
定
す

る
道
の
駅
る
も
い
屋
内
交
流
・
遊
戯
施

設
（
仮
称
）
の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
事
業
費
は
、
５
億
２
４
０
０
万
円
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
を
踏
ま
え
、

施
設
概
要
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
２
常
任
委
員
会

▲道の駅るもい屋内交流・遊戯施設　遊び
の広場（仮称）イメージ図

　

第
２
常
任
委
員
会
の
新
し
い
委
員
会

構
成
を
紹
介
し
ま
す
。
委
員
長　

鵜
城

雪
子
／
副
委
員
長　

芳
賀
博
康
／
委
員　

小
沼
清
美
・
米
倉
靖
夫
・
燕
昌
克
・
小

野
敏
雄
・
村
上
均

　

留
萌
市
立
病
院
、
市
民
健
康
部
、
教

育
委
員
会
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
調
査

し
ま
す
。
令
和
２
年
は
、
18
回
の
常
任

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
東
雲
診
療
所
の
再
開

　

留
萌
市
立
病
院
の
敷
地
内
に
あ
る
東

雲
診
療
所
は
、
病
院
の
密
を
避
け
、
院

内
感
染
予
防
対
策
の
た
め
軽
症
患
者
を

４
月
１
日
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
15

分
か
ら
11
時
30
分
の
受
付
時
間
で
保
険

診
療
、
予
防
接
種
、
検
診
を
行
う
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け

る
先
行
接
種
の
実
施

　

留
萌
市
で
は
、
高
齢
者
施
設
内
に
お

け
る
感
染
予
防
と
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

▲はーとふるで行われた新型コロナウイルスワクチ
ン接種シミュレーション

●
鉄
道
用
地
利
活
用

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
（
留
萌
・
増
毛
間
）
鉄

道
用
地
が
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。
鉄
道

施
設
等
撤
去
費
用
と
し
て
約
11
億
円
が

市
に
納
付
さ
れ
、
橋
り
ょ
う
の
撤
去
や

駅
舎
撤
去
、
土
留
壁
補
修
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　

令
和
２
年
12
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（PayPay

）

の
令
和
３
年
１
月
末
ま
で
の
利
用
実
績

は
全
体
の
約
４
％
で
し
た
。
今
後
も
必

要
性
検
証
の
た
め
、
実
証
実
験
期
間
を

６
カ
月
間
延
長
す
る
情
報
提
供
を
受
け

ま
し
た
。

の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
市
内
19
施
設

７
６
３
人
（
入
所
者
４
２
４
人
・
従
事

者
３
３
９
人
）
に
先
行
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
と
し
て
１
箱

（
９
７
５
回
分
）接
種
開
始
時
期
は
４
月

中
旬
の
予
定
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

議
会
意
見
箱
に
投
函
さ
れ
た
市
民
か

ら
の
意
見
・
要
望
２
件
に
つ
い
て
、
委

員
会
で
協
議
し
、
議
長
に
回
答
し
ま
し

た
。

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

萌
芽
ク
ラ
ブ

村む
ら
か
み上　

 

均ひ
と
し

留
萌
公
明
党

留
萌
公
明
党▲はーとふるでの集団接種実施に向け

てのシミュレーション（模擬訓練）

▲ホタテ稚貝を使ったカップスープ（イ
メージ画像）

▲安全性などを確認し、補修保存が可能か
検討される留萌川橋りょう
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海
東質

問

稼
げ
る
留
萌
の
基
盤
づ
く
り

　

市
政
執
行
方
針
に
民
間
人
材
を
登
用
し
、

民
間
感
覚
を
取
り
入
れ
た
施
策
を
展
開
す
る

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で
の
活
躍
を

想
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
民
力
を
高
め

る
環
境
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
弁

企
業
誘
致
や
観
光
分
野
、
社
会
教
育

分
野
な
ど
で
の
登
用
を
検
討
し
て
い
る
。
市

民
力
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
の
柔
軟
な
発

想
に
よ
る
活
動
を
支
援
し
た
い
。
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
参
画
す
る

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問

道
の
駅
る
も
い
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

　

開
設
か
ら
約
１
年
を
経
過
し
、
留
萌
市
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
役
割
は
果
た
し
て

い
る
と
感
じ
る
。進
化
す
る
道
の
駅
と
し
て
、

留
萌
の
特
性
を
活
か
し
た
来
訪
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

新
た
な
施
設
機
能
の
充
実
・
観
光

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
周
辺
環
境
整
備
な
ど
が
今

後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。
来
訪
者
の
期
待

す
る
農
水
産
物
の
直
売
な
ど
、
留
萌
ら
し
い

お
も
て
な
し
を
提
供
で
き
る
場
を
つ
く
る
。

建
設
予
定
の
屋
内
交
流
・
遊
戯
施
設
（
仮
称
）

を
含
め
、
公
園
機
能
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
沼
議
員

質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

無
症
状
の
感
染
者
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
間
、
２
つ
の
制

度
が
あ
る
。
１
つ
目
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
を
対
象
に
、
身
近

な
生
活
の
場
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、

感
染
の
リ
ス
ク
が
危
惧
さ
れ
る
も
の
の
、
濃

厚
接
触
者
と
認
定
さ
れ
ず
、
民
間
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
を
受
け
た
際
の
検
査
費
用

を
支
援
す
る
制
度
。
２
つ
目
は
介
護
事
業
所

等
職
員
お
よ
び
介
護
施
設
な
ど
の
入
所
者
を

対
象
に
、
介
護
事
業
者
な
ど
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

な
ど
を
受
け
る
場
合
の
費
用
を
支
援
す
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
に
つ
い
て

　

存
続
の
意
志
を
示
し
て
い
る
深
川
市
長
、

沼
田
町
長
の
意
志
を
大
切
に
し
、
結
論
を
急

け
る
、
今
後
の
財
政
見
通
し
は
。
留
萌
管
内

中
核
都
市
の
首
長
と
し
て
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
き
た
か
。

中
西
市
政
の
継
続
を
心
か
ら
強
く
期
待
し
て

い
る
。「
留
萌
の
未
来
」
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
に
は
何
が
重
要
か
伺
う
。

答
弁

特
に
重
要
な
政
策
課
題
は
「
市
政
懇

談
会
」
で
の
情
報
提
供
、
ま
た
「
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
公
約
は
着

手
中
の
も
の
も
あ
る
が
、
任
期
内
に
全
て
実

行
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
財
政
の

見
通
し
は
「
市
税
の
減
収
、
市
立
病
院
へ
の

経
営
支
援
」
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
「
留
萌
地

域
総
合
開
発
期
成
会
」
の
会
長
、「
留
萌
南

部
衛
生
組
合
」
の
組
合
長
と
し
て
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ
て
き
た
。
留
萌
の
未
来
に
向

か
っ
て
は
、
民
間
の
活
力
を
引
き
出
し
、
市

民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。任
期
満
了
ま
で
全
力
で
取
り
組
む
。

　
　

が
ず
に
話
し
合
い
を
続
け
て
ほ
し
い
。
沿
線

自
治
体
会
議
の
協
議
内
容
を
伺
う
。

答
弁

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
は
沼
田
・
深
川
間

で
の
部
分
的
な
輸
送
密
度
、
存
続
す
る
た
め

の
経
費
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
。
留
萌
市
は
沿

線
自
治
体
会
議
か
ら
離
脱
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
座
長
と
し
て
判
断
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

通
体
系
を
考
え
て
い
き
た
い
。

野
崎質

問

中
西
市
政
残
任
期
一
年
に
対
し
て

　

令
和
３
年
度
は
、
中
西
市
政
に
お
け
る
任

期
最
終
年
で
「
総
仕
上
げ
」
の
期
間
と
な
っ

た
の
で
、５
項
目
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

市
政
執
行
方
針
か
ら
意
気
込
み
が
伝
わ
る
一

方
、
市
民
へ
の
「
情
報
発
信
と
Ｐ
Ｒ
」
が
弱

い
の
で
、
効
果
的
な
手
法
は
。
公
約
の
実
行

に
つ
い
て
は
、１
０
０
％
達
成
さ
れ
る
の
か
。

　
「
第
２
期
留
萌
市
中
期
財
政
計
画
」
に
お

答
弁

今
回
子
ど
も
た
ち
に
限
定
し
た
が
、

土
産
屋
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
設
置
で
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
き
、
今
後
、
議
員
の
意
見
も
参
考

に
進
め
て
い
き
た
い
。
進
化
す
る
道
の
駅
を

目
指
し
た
い
。　

芳
賀質

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

　

市
に
お
け
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
と

差
別
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

集
団
接
種
に
当
た
り
、
留
萌
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人

を
１
チ
ー
ム
と
し
、
最
大
２
チ
ー
ム
派
遣
を

予
定
し
て
い
る
。
医
師
が
問
診
、
看
護
師
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
接
種
後
の
経
過
観
察
は
市

の
保
健
師
が
行
う
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
発
生
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
も
検
討
し
た
い
。

　

差
別
に
対
す
る
相
談
は
、
市
民
相
談
と
し

て
受
付
し
、
国
、
道
、
弁
護
士
会
な
ど
の
専

門
機
関
窓
口
へ
つ
な
げ
る
。

質
問

都
市
再
生
の
展
望
に
つ
い
て

　

都
市
再
生
の
全
体
像
と
将
来
展
望
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

留
萌
駅
周
辺
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

で
重
要
な
エ
リ
ア
と
認
識
し
て
い
る
。
近
接

す
る
道
の
駅
周
辺
地
区
と
一
体
と
な
っ
た
整

備
を
念
頭
に
、
社
会
教
育
機
能
と
公
共
交
通

結
節
機
能
を
兼
ね
備
え
た
都
市
機
能
を
集
積

す
る
。
道
の
駅
を
核
と
し
た
賑
わ
い
拠
点
の

形
成
と
駅
周
辺
地
区
の
再
生
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

議
員
氏
名　

戸
水
美
保
子

会
派
名　
　

留
萌
公
明
党

質
問

温
泉
施
設
送
迎
車
両
試
験
運
行
事
業

に
つ
い
て

　
「
お
ん
せ
ん
タ
ク
ー
留
」
の
名
称
で
親
し

ま
れ
、
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
だ
が
、
利
用
者

の
中
に
は
、
乗
降
場
所
の
追
加
、
帰
り
の
出

発
時
刻
の
繰
り
上
げ
な
ど
を
希
望
す
る
声
が

あ
る
。
市
で
は
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
５
月
に
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
予
定
だ
が
、
結
果
は
今
後
の
施
策
に
反
映

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
や
、
５
月
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
施
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
公
共
交
通
関
係
者
な

ど
と
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
全
体
の

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
で
の
整
備
を
検
討
し

施
設
内
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
道
産
木
材

を
使
用
し
た
い
。

　

歴
史
的
遺
産
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
も

含
め
て
検
討
が
必
要
と
考
え
、
今
後
市
民
ら

か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
に
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

質
問

現
在
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

減
災
・
防
災
対
策
へ
の
市
民
意
識
向
上
と

町
内
会
組
織
力
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
の

初
期
対
応
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

住
民
に
一
番
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
し
て
町
内
会
の
重
要
性
に
つ
い
て

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

自
主
防
災
組
織
の
設
置
数
の
増
と
防
災
活
動

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
訓
練
等
へ
の
協

力
支
援
を
継
続
し
て
い
き
、
災
害
が
起
き
る

前
に
自
ら
が
考
え
て
い
く
組
織
づ
く
り
を
行

な
っ
て
い
く
。

公
共
交
通
体
制
の
一
体
的
な
検
証
に
合
わ

せ
、
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
　

質
問

「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
に
つ
い
て

　

昨
年
末
に
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
が
成

立
し
公
布
さ
れ
た
が
、
法
律
を
広
く
周
知
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

こ
の
制
度
が
活
用
さ
れ
、
地
域
の
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
公
布
後
、２
年
以
内
の
施
行
に
あ
わ
せ
、

市
民
に
必
要
な
情
報
を
周
知
し
て
い
く
。

横
田　

美
樹　
　
　
　

質
問

道
の
駅
構
想
と
周
辺
エ
リ
ア
整
備

　

人
口
減
少
に
適
応
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り

と
し
て
、
多
機
能
的
な
用
途
を
考
慮
し
た
市

民
意
見
の
反
映
さ
れ
た
施
設
と
Ｓ
Ｌ
移
設
や

橋
り
ょ
う
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
の
活
用
と
新

た
な
観
光
創
造
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

施
設
外
周
に
つ
い
て
芝
生
や
イ
ン

議会です こんにちは議会です こんにちは留萌市議会だより

芳は

が賀　

博ひ
ろ
や
す康

民
　
　
　
主

民
　
　
　
主

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

留
萌
公
明
党

横よ
こ
た田　

美み

き樹

萌
　
政
　
会

萌
　
政
　
会

海か
い
と
う東　

剛よ
し
の
り哲

萌
芽
ク
ラ
ブ

萌
芽
ク
ラ
ブ

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

野の
ざ
き崎　

良よ
し
お夫

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

▲３月 17 日に行われた集団接種シミュレー
ションの様子

▲利用者を送迎する「おんせんタクー留」

▲橋りょうなど歴史的遺産の保存

▲進化が期待される道の駅るもい

▲存続があやぶまれるＪＲ留萌本線

▲市政懇談会の様子
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令和２年度下半期 留萌市議会議員出席状況（10月１日〜３月31日）

※第１回定例会後に委員会構
成メンバーの変更あり

※委員会は開催状況によって
　出席回数が異なる

※（―）は出席対象外の会議
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議
　
員
　
名

委 員 会 名 等

定 例 会（ 開 会 日 ）

臨 時 会

特別委員会（予算審査）

議 会 運 営 委 員 会

第 １ 常 任 委 員 会

第 ２ 常 任 委 員 会

議会広報広聴常任委員会

全 員 協 議 会

こんなことこんなことがが決まりました決まりました 令和３年 第１回定例会
３月２日〜12日

　令和３年第１回定例会が 11 日間の会期で開催され、報告７件、議案 20 件などを審議しました。

【報　　告】
◦専決処分の報告について（工事請負契約の金額変更について）
　専決処分の報告について（損害賠償について）
　専決処分の報告について（令和２年度留萌市一般会計補正予算（第19号）について）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ほか４件　　　　　　　　　了・承認
【議　　案】
◦令和２年度留萌市一般会計補正予算（第22号）　
　令和２年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
　令和２年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
　令和２年度留萌市水道事業会計補正予算（第2号）
　令和２年度留萌市病院事業会計補正予算（第3号）
　令和３年度留萌市一般会計予算
　令和３年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算
　令和３年度留萌市介護保険事業特別会計予算
　令和３年度留萌市水道事業会計予算
　令和３年度留萌市病院事業会計予算
　留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定について
　留萌市一般廃棄物収集支援条例制定について　　　　　　　　　 ほか８件　　　……………… 原案可決

◦

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

◦

　令和３年度は、地元産業・
地元企業の振興と企業誘致事
業や民間人材採用などが積極
的に推進され、人口２万人を
下回ろうとしている留萌市に
新たな風が吹いてきます。
　一般質問では、道の駅るも
いと周辺エリアの整備や稼げ
る留萌の基盤づくり、ＪＲ留
萌本線の行方など課題解決の
ための今後の見通しについて、
厳しく問い質しました。
　新型コロナウイルス感染症
の収束が見通せない中、留萌
市立病院は、看護師などが不
足している状況下にあって
も懸命な治療にあたってきま
した。心から感謝し、敬意を
表します。そのような中、迅
速な実施体制が確保され、予
防のためのワクチン接種がス
タートしました。明るい兆し
が見えてくることを期待して
いるところです。　（ゆ）

編集後記編集後記 各 組 合 議 会 か ら の 報 告各 組 合 議 会 か ら の 報 告

令和３年留萌消防組合議会第１回
定例会を３月 23日に開催し、「令
和２年度留萌消防組合補正予算

（第２号）」、「令和３年度留萌消防組合予算」他１件を審議し可決

留萌消防組合議会

　２月 25日に開催された「留萌
南部衛生組合議会第１回定例会」
では、令和３年度組合予算案の議

案１件を審議し、可決いたしました。予算は、歳入、歳出それぞ

留萌南部衛生組合議会

しました。また、全員協議会では、令和
２年火災救急活動状況他２件について説
明があり、昨年実施されなかった行政視
察は、新型コロナウイルス感染症が収束
後に、検討することとしました。

れ８億 1,228 万 9,000 円となりました。
　一般質問では、横田議員が「ごみ分別」に関し、組合長の考え
方を求めました。
　議員から要望のありました議会活動に必要な「資料要求」の在
り方も、この度整理し、ルールを確立しました。

議会です こんにちは議会です こんにちは留萌市議会だより
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新型コロナウイルス感染防止対策 一般質問通告を中吊り広告風に！

　留萌市議会では、新型コ
ロナウイルス感染防止対策
として、手指のアルコール
消毒はもちろん、会議室へ
のアクリルパーテーション
の設置、換気の目安となる
二酸化炭素濃度計を設置し
ています。
　ＣＯ２濃度・温度・湿度をリアルタイムで計
測でき、適切な換気のタイミングが一目で分か
ります。また、議会事務局職員の皆さんが、使
用後のマイクなど消毒をするなど感染防止対策
を徹底しています。

　議会活動を分かりやすくお知らせするツール
として「かわら版」を平成 24年３月より市内
公共施設に設置していますが、定例会前に一般
質問通告を中吊り広告風に作成しています。
　「分かりやすい」「見やすい」と声をいただい
ています。設置場所は、市役所、市立病院、る
もいプラザ、Ｊ
Ｒ留萌駅、沿岸
バス留萌ターミ
ナル、道の駅る
もいなど 13 カ
所です。

◦


